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教育課程

1. 　  基 礎 分 野… 専門基礎分野と専門分野の基礎となる科目。人格形成に役立つ科目であり，看護学と

の関連性を考慮し，なおかつ一般教育的な意味がある。

2. 　 専門基礎分野… 専門分野の基礎となる科目。看護の対象である人間を理解するために，からだの仕組み

の理解と同時に，人間の心の概念や成長・発達についても理解する。臨床判断能力の基

盤を強化する。

3. 　 専 門 分 野… 全ての看護実践の基礎となる科目。対象を生活者として捉え，チーム医療を行う上で

必要な多職種連携や看護を科学的根拠に基づいて判断し，看護を実践するために必要

な臨床判断能力を身につける。

        　専門基礎分野で学んだ内容をもとに，看護実践を段階的に学ぶ。
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履　修　概　要
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カリキュラム概要

月
4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

１　　　年

２　　　年

３　　　年

：                  

講義

時限 時　　　間

1   9：00～ 10：30

2 10：40～ 12：10

3 13：00～ 14：30

4 14：40～ 16：10

※土曜日は 1，2限のみ

実習

曜日 場　　所 時　　間

月 　病院
　訪問看護ステーション
　介護老人保健施設
　保育園
　障害者就労支援施設
　地域精神科医療施設

8：00～ 16：15
火

水

木

金 　実践活動外学習
　（記録整理・文献検索）

9：00～ 16：10

土 9：00～ 12：10

⎫
｜
｜
｜
⎬
｜
｜
｜
⎭
⎫
｜
⎬
｜
⎭

※実習施設

・日本大学医学部附属板橋病院

・日本大学病院

・訪問看護ステーション

・介護老人保健施設

・保育園

・障害者就労支援施設

・地域精神科医療施設
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履修系統図
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教育課程・授業時間・単位数・進度表
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学年目標

【1年生】

1．生命の尊さを理解し，人間理解を深めることができる。

2．看護に必要な基礎的知識を深め，根拠を踏まえた基礎看護技術を習得できる。

3．看護師を目指すものとして，自覚と責任を持ち，主体的に学習をすることができる。

4．生活環境を整え，心身の健康管理ができる。

5．他者に興味・関心をもち，良好な人間関係を築くことができる。

【2年生】

1．日々の体験や学習を看護に関連させ，論理的に考える力を養うことができる。　

2．対象の状況に応じた，看護過程展開の技術を習得できる。

3．看護に対する決意を新たにし，自らの理想とする看護師像を目指すことができる。

4． 健康レベルに応じた個別性のある看護を実践するための知識・技術・態度を身につけることができる。

5．他者との関係の中で自己の役割を認識し，協力的な行動がとれる。

【3年生】

1．  主体的に実習に取り組み，科学的根拠に基づいた臨床判断を行い，看護の実践者として必要な知識・ 

技術・態度を身につけることができる。

2．これまでの学びを統合させながら，国家試験合格に向けた取り組みができる。

3．社会人になる自覚を持ち，自己を律し，良識ある態度をとることができる。

4．他者理解ができ，協働し目的を達成することができる。

5．理論と実践を統合させ，自己の看護観を確立することができる。
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　基　礎　分　野　
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　専門基礎分野　
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　専門分野　
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基礎看護学

看護の対象の理解，人間のライフサイクルにおける健康の意義，保健医療福祉

における看護の機能と役割について理解する。また看護実践の基礎となる知識，

技術，態度を習得する。

これらの学びは各領域で活用され深められていく。
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地域・在宅看護論
在宅医療サービスにとどまらず，広く保健・福祉サービスや他の社会サービス

の活用も含めて，対象者が「在宅」で，「地域社会」で，質の高い日常生活の

営みを獲得し，維持できるよう援助する在宅看護の意義と役割を理解する。ま

た，在宅医療サービスに包括される在宅看護の実践に必要な基礎的知識・日常

生活および療養生活に必要な基礎的援助技術・態度を習得する。
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成人看護学
成人期は人生の大半を占め，身体的・精神的・社会的にも複雑で多様である。

身体的には成長・成熟・衰退と変化し，精神的・社会的には役割や責任が変化し，

これらの変化に伴い心身のストレスや危機状態に陥りやすい。したがって成人

期にある対象を理解し，あらゆる健康レベルにある成人とその家族の看護に必

要な知識・技能・態度を習得する。
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老年看護学
老年期にある対象と家族および支える人々を理解し，あらゆる健康レベルや状

況下にある対象の看護に必要な知識 ･技術 ･態度を習得する。

147－　　－



148－　　－



149－　　－



150－　　－



151－　　－



152－　　－



153－　　－



154－　　－



155－　　－



156－　　－



小児看護学
小児各期の特徴を理解し，成長発達に応じた生活の援助とあらゆる健康レベル

にある小児とその家族に対する看護を実践する為の基礎的知識・技術・態度を

習得する。
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母性看護学
ひとのもつ種族保存の働き（生殖）とその意義，母性保健活動における看護の

役割を理解し，妊産褥婦および新生児の看護を実践できる基礎的知識と技術，

態度を習得する。
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精神看護学
人間の精神の発達とそれに影響を与える要因を理解し，現代社会における精神

の健康の保持・増進及び危機状態への援助に必要な知識，技術，態度を学び，

その過程を通して自己洞察し得る能力を習得する。
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看護の統合と実践
チーム医療および他職種との協働の中で看護師としてのメンバーシップおよび

リーダーシップを理解するとともに看護をマネジメントできる基礎的能力を養

う。

医療安全や危機管理，災害直後から支援できる看護の基礎的知識を理解し，ま

た国際社会において，広い視野に基づき看護師として諸外国との協力を考える

ことができる態度を養う。
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　専 門 ・ 実 習　



臨地実習
基礎的知識・技術・態度を統合し，対象に応じた看護が実践できるための基礎

的能力を養う。
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